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オ ピ ニ オ ンフ

ィ

ジ

ー
証
 

の

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

中

　

島
　
　

洋

　

去
る

五

月
十
四
日
、

フ

ィ

ジ

ー

で

ク
ー

デ

タ

ー

が

発
生
し
た

。

四

月
の

総
選
挙
で

労
働
党
と
国
民
連
合

党
と
の

野

党
連
合
が

勝
ち、

イ
ン

ド

人
系
色
の

強
い

革
新

政
権
が

誕
生

し
た

こ

と

に

対
し
て

、

ラ

ン

ブ
カ

中
佐
の

率
い

る

フ

ィ

ジ

i

国
軍
の
一

部
が

決
起

し

た

わ

け

で

あ
る

。

　

も
と
も
と
フ

ィ

ジ

ー

の

イ

ン

ド

入
は

、

百
余
年
前

に

英
国
人
が

砂
糖
キ
ビ

農
園
で

働
か

せ

る
た

め

に

連

れ
て

き
た

人
た

ち
の

子

孫
で

、

い

ま
や

フ

ィ

ジ

ー

入

口

の

四

十
九
％
を

占
め

る
が

、

共
同
通
信
の

斉
藤
達

雄
氏
に

よ

れ
ば
、

最

初
の

イ

ン

ド

入
契
約
労
働
者
四

百
六

十
三

人
が

連
れ

て
こ

ら
れ
た

の

は
、

　一

八

七

九

年
の

奇
し

く

も
五

月

十
四
日

で

あ
っ

た

と
い

う
。

　

さ

て、

こ

の

ク

ー

デ

タ
ー

発
生

後
の

フ

ィ

ジ

ー

事

情
を

追
っ

て
、

眉

本
の

各
紙
の

朝
夕
刊
に

目
を

通

し

て

み

た

が、

普
段
は

太

平
洋
島
嶼
諸
国
に

関
心

の

薄

い

各
紙
も、

や
は

り

ク
ー

デ

タ

ー

と

も
な

る
と

、

さ

す
が

に

日
々

記
事
を

載
せ
て

い

た
。

し
か

し

各
紙
と

も
な

に

が

起
こ

り
、

ど
の

よ

う
に

推
移
す
る
の

か
、

な
に

も
わ

か

ら
ぬ

ま

ま
に

記
事
を

載
せ

て

い

る

よ

う

な

印
象
を

受
け
た

。

な
h
ノ

圈

　
五

月
二

十
一

日

の

毎
日

新
聞
朝
刊
は、
「，

光
っ

た

英

女
王
の

決

断
」

と

見
出
し

を
つ

け
、

英

女
王

の

軍
事

政
権
不
承
認
の

方
針
に

よ

り、

ラ

ン

ブ

カ

中
佐

が
ク

ー

デ

タ

ー

の

継
続
を

断
念
し

た

と
い

う、

ロ

ン

ド

ン

特
派
員
の

奇
妙
な

記
事
を
載
せ、

逆
に

翌
日

の

朝
刊

で

は

［、
ラ

ン

ブ

カ

中
佐
が

”

実
権
と

と
「

事
実
」

を

報
道
し
た

。

朝
日

新
聞
は

、

騒

動
が
一

段
落
し

た
五

月
二

十
五

日

頃、

シ

ド

ニ

i
特
派
員
を
ス

パ

に

派
遣

し
た

が
、

せ
っ

か

く
現
地
に

飛

ん
だ

特
派
員
も
主
要

な

人
物
に

は

会
え

な

か
っ

た

よ

う
で

、

タ

ク

シ

！

の

運
転
手
の

話
な
ど

を

載
せ

て

お

茶
を

濁
し
て

い

た
。

　
日

本
の

新
聞
が

軒
並
み

駄
目

だ
っ

た
の

に

対
し、

米
誌
『

タ

イ
ム

』

は、

か

な
り

程
度
の

良
い

記
事
を

載
せ

て
い

た
。

ま
た
イ

ン

ド

ネ
シ

ア

の

週
刊
誌
『

テ

ン

ポ
』

に

載
っ

た

同
誌
東
京
特
派
員
に

よ

る

記
事
は

、

『

タ

イ

ム
』

の

よ

り

さ
ら

に

良
か
っ

た

と
の

説
も
あ

る

が、

私
は
イ

ン

ド

ネ
シ

ア

語

は

読
め

な
い

の

で、

な
ん

と

も
い

え

な
い

。

　
と

き
に
、

朝
日

を
除
い

て
、

ほ

と
ん

ど
の

日

本
の

新
聞
が

間
違
え
た

の

は、

ラ

ン

ブ
カ

中
佐
と
バ

バ

ン

ド

ラ

前
首
相
の

名
前
の

読
み
で

、

そ

れ
ぞ

れ
ラ

ブ
カ
、

バ

バ

ド

ラ

と

し
た

社
が

多
い

。

　
フ

ィ

ジ

ー

の

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

は、

英
国

系
メ

ソ

ジ

ス

ト

派
の

宣
教
師
団
（

主
と
し

て

じ
9。

≦
住

O
鍵
ひq

ε

が
つ

く
っ

た

も
の

で
、

基
本
的
に

は
h

、

」、

z

の

三

文
字
が

除
か
れ

て

お

り
、

さ

ら
に、

b
、

c
、

d
、

級

q
を

曲
、

靭、

面
、

 
、

 

と
発
音
す
る
こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

つ

ま
り

国
09

涛
9

は

国
p3

げ
ご

冨

の

よ

う
に

、

じσ
缶
く

ロひ

α
「

⇔

ζ
げ
9
く

帥

5
α

岳
の

よ

う
に

発

音
す
る

の

で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

ラ

ン

ブ
カ

中
佐

の

日

本
語
表

記
と

し

て

は
、

ラ

ム

ブ
カ

の

ほ

う
が

正

し

い

と

も
い

え
る

。

　

な
お
、

9
の

場
合
は、
　
巴
コ
αq
 
目

の

昌
ひq

よ

う
に

、

q
の

場
合
は
、

諭

コ
  q
 

【

の

【
帽

の

よ

う
に

発

音
す

る

こ

と
に

な
っ

て

お

り、

日

本

人
に

は、

ち
ょ

っ

と

区
別
が

で

き

か
ね

る
。

　

な

お
、

サ

モ

ア

で

は

9
を
 

と

発
音
す
る

し
、

ク

ッ

ク

諸
島
で

は

h
を

発
音
し

な
い

な

ど
、

国

や

島
に

よ
っ

て
、

表
記
と
発
音
の

問

に
、

そ

れ
ぞ

れ

法
則

や

慣
習
が

あ
る
の

で
注
意
す
べ

き
で

あ

る
。

環
礁

諸

国
は

沈
む

の

か

　
前
号
の

本
欄
で

安

楽
正

照
氏
は

、

『

島
は

沈

む

の

か
？

　
ツ

バ

ル

海
岸
線
の

浸
食
』

と

題
し
て、

赤
道

付
近
の

太
平

洋
水
域
の

海
面
上

昇
現
象
を
述
べ

て

お

ら

れ

ま
し

た

が、

ス

パ

で

発
行
さ

れ
て

い

る

『

ア

イ

ラ

ン

ズ

・

ビ

ジ

ネ
ス

』

誌
の

四

月
号
の

表
紙
に

は
、

『

環

礁
諸
国
は

沈
む
の

か、

そ
れ

と

も
泳
ぐ
の

か

？
」

と
い

う
シ

ョ

ッ

キ

ン

グ

な
タ

イ

ト

ル

が

掲
げ

ら

れ
て

い

ま
す

。

　
掲
載
さ
れ

た

記
事
に

よ

り
ま
す

と
、

南
太
平
洋
環
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